
(57)【要約】

【課題】無漂白干瓢を使用し干瓢本来のうま味を残した

まま、結び用干瓢としての破断強度を強化させる。又、

洗浄による作業不備を解消することにより食品メーカー

の安全性と簡便性の向上を追及することを課題とした。

【解決手段】一定量の無漂白干瓢を一定量の溶液に浸漬

することによって水分比率を一定にすることにより切れ

にくい干瓢とし、異物除去し、凍結する。そして、食品

メーカーにおいて解凍後すぐに結び作業に入れるように

した。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
定 量 の 無 漂 白 干 瓢 を 定 量 の 溶 液 に 浸 漬 し 、 水 戻 し 後 異 物 検 査 を 行 い 、 凍 結 す る 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
浸 漬 溶 液 に カ ル シ ウ ム を 添 加 し 、 干 瓢 の 破 断 強 度 を 上 げ る 請 求 項 １ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
浸 漬 溶 液 に 調 味 料 を 加 え 、 干 瓢 に 下 味 を 付 け る 請 求 項 １ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 無 漂 白 の 干 瓢 を 一 定 量 の 溶 液 に 浸 漬 し 、 水 分 比 率 を 一 定 に し 、 異 物 を 除 去 し 、
凍 結 す る こ と に よ っ て 食 品 メ ー カ ー の 安 全 性 と 機 能 性 と 簡 便 性 を 向 上 さ せ る 結 び 用 干 瓢 の
製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
日 本 で 干 瓢 は 昆 布 巻 き 、 巾 着 、 ロ ー ル キ ャ ベ ツ 等 に お い て 「 結 び 」 の 役 割 と し て 使 わ れ て
い る 。 現 在 販 売 さ れ て い る 干 瓢 は 硫 黄 く ん 蒸 に よ り 漂 白 さ れ て お り 、 二 酸 化 硫 黄 最 大 残 存
量 ５ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ を 含 み 、 そ の ま ま 「 結 び 」 に 使 用 す る と 二 酸 化 硫 黄 残 存 に よ り 人 体 に 悪
影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る と 同 時 に 食 品 衛 生 法 に 違 反 す る 可 能 性 が あ る 。 又 、 漂 白 干 瓢 の
二 酸 化 硫 黄 を 除 去 す る た め の 洗 浄 に よ り 水 分 比 率 が 不 均 一 に な り 干 瓢 が 切 れ や す く 、 結 び
用 干 瓢 と し て 不 向 き で あ り 、 う ま 味 も 損 な わ れ て い た 。 古 来 、 干 瓢 の 戻 し 汁 は 精 進 料 理 の
最 高 の 出 し と し て 利 用 さ れ て い た が 、 干 瓢 を 漂 白 す る よ う に な っ て か ら は 出 し と し て 利 用
で き な く な っ た 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ は 次 の よ う な 欠 点 が あ っ た 。
（ イ ） 漂 白 干 瓢 の 洗 浄 に よ る 作 業 性 の 不 備
（ ロ ） 漂 白 干 瓢 に は 二 酸 化 硫 黄 の 残 留 が あ っ た 。
（ ハ ） 洗 浄 に よ り 水 分 比 率 が 不 均 一 に な り 干 瓢 が 切 れ や す く な っ て い た 。
（ ニ ） 洗 浄 に よ り う ま 味 が 損 な わ れ て い た 。
本 発 明 は こ れ ら の 欠 点 を 除 く た め に な さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
一 定 量 の 無 漂 白 干 瓢 を 一 定 量 の 溶 液 に 浸 漬 す る こ と に よ り 水 分 比 率 を 一 定 に し 、 破 談 強 度
を 均 一 化 し 切 れ に く い 干 瓢 と す る 。 さ ら に 異 物 除 去 し 、 凍 結 す る 。
【 発 明 の 実 施 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
（ イ ） 無 漂 白 の 干 瓢 を 一 定 量 の 干 瓢 と 一 定 量 の 溶 液 に 浸 漬 さ せ る 。
（ ロ ） 水 戻 し 後 、 目 視 、 マ グ ネ ッ ト 、 金 属 探 知 機 に よ り 異 物 を 除 去 す る 。
（ ハ ） 凍 結 機 に て 凍 結 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 以 上 の よ う で あ り 、 無 漂 白 干 瓢 で あ る た め に 人 体 に 安 全 で あ り 、 水 分 比 率 を 一 定
に す る こ と に よ り 切 れ に く い 干 瓢 と し た 。 こ れ は 結 び 用 干 瓢 と し て 最 適 で あ り う ま 味 も 損
ね る こ と は な い 。 又 、 浸 漬 用 溶 液 に 一 定 量 の カ ル シ ウ ム を 添 加 す る こ と に よ り 、 さ ら に 破
断 強 度 が 上 が り 、 浸 漬 用 溶 液 に 調 味 料 を 添 加 す る こ と に よ り 結 び 用 味 付 け 干 瓢 を 作 る こ と
が 出 来 る 。 こ れ は 食 品 メ ー カ ー の 安 全 性 と 機 能 性 と 簡 便 性 の 向 上 に つ な が る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
１ 　 容 器
２ 　 溶 液
３ 　 干 瓢

【 図 １ 】
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